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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、リゾリン脂質アシルトランスフェラーゼファミリーのメンバーをコードしています。コードされている酵素は、1-O-アルキル-sn-グリセロ-3-ホスホコリンから血小板活性化因子（1-O-アルキル-2-アセチル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン）の生合成を触媒すること、およびアラキドニルCoAとリゾホスファチジルコリンからグリセロリン脂質前駆体の合成を触媒するという2つの機能を果たすと考えられます。コードされているタンパク質は、炎症細胞における膜生合成および血小板活性化因子の産生に関与していると考えられます。酵素は小胞体およびゴルジ体に局在する可能性があります。 [RefSeq提供、2009年2月],触媒活性：アセチルCoA + 1-アルキル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン = CoA + 2-アセチル-1-アルキル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン。,触媒活性：アシルCoA + 1-アシル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン = CoA + 1,2-ジアシル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン。,ドメイン：HXXXXDモチーフはアシルトランスフェラーゼ活性に必須である。,酵素調節：アセチルトランスフェラーゼ活性は、リポ多糖（LPS）による急性炎症刺激後に増加する。アシルトランスフェラーゼ活性は変化しない。,機能：アシルトランスフェラーゼ活性とアセチルトランスフェラーゼ活性の両方を有する。活性はカルシウム依存性である。血小板活性化因子（PAF）の生合成に関与し、PAFの前駆体である1-O-アルキル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン（リゾPAF）から1-O-アルキル-2-アセチル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン（PAF）への変換を触媒する。また、リゾPAFを細胞膜の主要成分でありPAFの前駆体でもある1-アルキル-ホスファチジルコリン（PC）に変換する。安静時にはアシルトランスフェラーゼ活性が優先される。急性炎症刺激を受けると、アセチルトランスフェラーゼ活性が亢進し、PAFの合成が増加する。,経路：脂質代謝；リン脂質代謝。,類似性：1-アシル-sn-グリセロール-3-リン酸アシルトランスフェラーゼファミリーに属する。,類似性：2つのEFハンドドメインを含む。,
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	LPCAT2抗体を用いたK562細胞およびHT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LPCAT2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

